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L 　は じめに

　台風 や梅雨前線な どに伴 う風水 害や 冬期 の 豪雪な

どに よ っ て ，毎年 多くの 人命 と財産が失 われ て い る．

集 中豪雨や 強 風 の 再現期間 に 関す る 情報 は ，防災対

策の 基礎資料と して 必須 とな っ て い る．

　本稿では ，統計期間 20〜30 年 の ア メダ ス データを

用い て長期 （再現期間 2〜1000年）の 気象要素の 期

待値 を推定する方法を報告する．

2．デー
タ

　用 い た基礎デー
タは ， 統計期間は 30 年以下 で ある

が 数多くの 地点数が あ るア メダス デー
タで あ る，全

国の ア メ ダ ス 地点 にお ける 1976 年〜2005 年 の 年最

大値 を用い た．統計期間 20 年以 上 を確保で きる 地点

は ，日降水量 に っ い て は 1013地 点 で あ る．

3．推 定方法
　再現期 間 T年 は，年 最大値 の 累年値 デー

タ （標 本）

に対 して特 定の 分布 関数 （累積分布関数）ま たは経

験的超 過確率を あ て は め，　 T年再現期待値 XT を超 え

る確 率か ら求め られ る ．

　本稿では ，多数地点の デー
タ を規準化 して よ り長

期 の 再現 期間推定を行 う station
−
year 　 method を用

い た ．菊地 原 ・鈴木 （1982） と鈴 木 ・菊地原 （1984）

は ， 気象官 署の 地 点別標 本 を地 点別 に推 定 され た 2

年再現期待値 M2 と 10 年再現期待値 M10 を用 い て 規

準化 し ， 日降水 量再現期 間の 推定 を行 っ て い る ．今

回 は ，データ の標本変動 に 対 して 頑 健な L−moments
か ら推定 された 地点別の Gumbel 分布 の 10cation ξ

と scale α の パ ラ メ
ー

タを用 い て 標 本 を規 準化 した ．

手 順は以 下 の 通 りである．

  累年の 年 最大値が 20 個以上得られ る地 点に つ い

てL−moments （λ
，， λ2）を算出す る．

  地 点別 に ， L−m ・ments （λ 1， λ 2）か らGumbel分布の

10cationξとscale α の パ ラ メ ー
タを推定す る．

　　　　 α
＝ λ 2／ log2，　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　　　 ξ冨 λ 1
一

γ α ， 　　　　　　　　　　　 （2）
　　　　 γ

；オ イ ラ
ー

の 定 数 O．5772 …

  全 地点デー
タ x を規準化変量 y に変換する．

　　　　 yニ　（x 一ξ） ／ α 　　　　　　　　　　（3）

　た だ し，10cationξ，
scale α は 地点別 の 推 定値．

  全規準化変量に対す る経験的超過確率を Hazen の

式 ：

　　　　 Pj＝ （2j− 1）　／ 2N　　　　　　　　　　　　　　　（4）
に よ り計算す る．ただ し ， j ： 順位 ，

　 N ：デー
タ数．

  規準化変量 の経験的総合再現期間曲線を作成す る．

  経験的総合再現期間曲線 の直線部分か ら，再現期

間一規準化変量の 式を推定する．

  再現期間一規準化変量の 式 と（3）式か ら再現 期間 T

年 に対す る再現期待値を推定す る．

4．結果

　図 1 の よ うに，L−moments λ Lと λ 2 と は ほ ぼ直線関

係 に あ り
， （1）〜 （3）式 よ り各地点の 標本は 同じ規準

化 変 量 で 表 され るGumbe1 分布 に 従 う こ と が 分 か る．

　経験的総合再現期間曲線は，図 2 の よ うに 再現 期

間 2〜IGOO 年 で は直線で 近似できる．したが っ て ，

統計期間 20〜30 年の ア メダス デー
タを用い て，長期

（再 現期 間 2〜1000 年 ） の 気象要素 の 再 現期待 値 を

推定で き る．
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図 11 次 と 2 次の L−mo 皿 ents （λ ，，λ 2）の 散布図

ア メ ダス 1013地 点にお ける 1976 〜2005 年 の 年最大

日降水量デー
タに よ る．
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　　 　　 　　　 　 規準 化 変 量：y
図 2　規準化変量 の 経験的総合再現期間曲線

　　　　 デ ータは，図 1 に 同 じ．
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